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［本研究の目的］「主体的に学習に取り組む態度」を養う美術鑑賞の学習モデルを視覚障害
教育での「触察（以下、さわる）」の手法を取り入れて検討する

中学部美術科の授業での美術鑑賞における「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む
態度」の学習評価の検討  

［研究方法］
１．対 象：大阪教育大学附属特別支援学校

中学部美術科の授業

２．内 容：表１の通りに授業をおこなった

［結 果］
１．「思考・判断・表現」の学習評価（表４）
「（A）見方・感じ方」「（C）-１形、色」の２観点ともに
１回目よりも２回目の方が学習評価のレベルは上がっていた。

２．「主体的に学習に取り組む態度」の学習評価（表５）
「自分で〇〇する」と「見比べる」の２観点の行動にまとめる
ことができた。

  

［考 察］
・結果１より、触図や竹を触ることで、触覚で変化を捉えた部分について「なぜだろう？」と自分で問いを立てて考える生徒の姿が見られた。
また、注目する部分を触覚によって自分で限定することで、その部分が何を表しているのかを思考し、判断して言葉や身振りで伝えようとす
ることができていると考える。
・ 結果２より、手に取れる対象物を鑑賞する過程で、他の生徒がどのような行動で鑑賞しているのかを見ることができることによって、鑑賞
している行動を真似る姿が見られた。これは、これまで難しかった鑑賞する過程を知ること、学ぶことができる機会となったと言える。
・今後は、「さわる」過程を入れなかった美術鑑賞との比較を行って、どの程度の効果があるのかを検証する必要がある。

福田平八郎《竹》 触図 ３種類の実物の竹

［今年度の目的］

３．手続き  
１）「思考・判断・表現」の学習評価の検討（表２）
授業動画を基に生徒の発言記録を作成し、新関・松岡（2020）が示す
「鑑賞学習ルーブリック」の項目で生徒の発言を分類した。

２）「主体的に学習に取り組む態度」の学習評価の検討（表３）
文部科学省（2017）が示す「主体的な学び」を基に「さわる」美術
鑑賞での「主体的に学習に取り組む態度」を定義し、その定義に基づい
て、美術鑑賞時の行動記録から「主体的に学習に取り組む態度」を抽出
した。

表１ 令和５年度 中学部美術科「さわる」美術鑑賞 実施内容の記録

表２ 鑑賞ルーブリック（新関・松岡，2020）

表３ 「さわる」美術鑑賞における「主体的に取り組む態度」の定義

表４ 「鑑賞ルーブリック」における学習評価の結果（抜粋）

表５ 「主体的に取り組む態度」の学習評価の結果（抜粋）
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